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ホームページがリニューアルされました
https://aajps.or.jp

アンケートにお答えいただき、ありがとうございます。
皆様の貴重なご意見はこれからの広報の紙面作りに生かしたいと思います。

実施日 2021 年　10 月　葉書にて実施　回答数　　　20
各項目の解答
ニュースペーパーの記事について

　　写真を増やす…8
　　記事を増やす…3
　　字を大きく…3
新企画や印象に残ったもの

・全日メンバーのインタビュー　金子隆一氏の追悼記事
・70 年代にそれぞれがこんなにいろんな場所で熱く写

真を撮る事に青春をかけていらした事を素晴らしく思
います。それを確認させてもらっています。

・2019Feb、2019Jun　活動の内容（写真）がよく分か
りました。

・ほぼ、今のままで良いと思う。
・A4 サイズ両面一枚で読みやすくていいと思います。

／コンスタントに定期便が届きこれにより各チームの
状況がよくわかる様になりました。

・自分の意見としては 2 ヶ月というサイクルを伸ばして
季刊にし、中身を多彩にできれば良いと思います。

・各プロジェクト（撮影行動）だけでなく、新しい体制
のことや各部会の報告も載せられればいい。

・発見された写真・資料の深堀り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2019News PaperNo1、立教「いわき」完成も挙げて

いただき各プロジェクトの様子がつたえられたので。
・No7 〜 10 くらいの裏面に 3 〜 4 枚あるとよい。
・AAJPS のホームページの紹介（会員が閲覧したくな

るような方法で、写真中心に）。
・作業グループの活動紹介・セレクトした写真の紹介。
・設立目的であるアーカイブスとデータベースはどんな

ものを目ざしているのか。
・組織の報告より実際の活動をもっとダイレクトに伝え

たい。活動している中での苦労話なども伝えたい。
・No7 足尾・谷中チーム—近況報告の中で「足尾をやり

切る為にアピール」。'72 年以降の時代状況のなかで個
人・サークル・四九一が足尾方式と名付けてとりくん
だことに強く感じました。

・「集団撮影とアノニマス」勉強会の報告。
・チーム連絡会議はあつかってほしい。
ホームページとサイボウズオフィスについて

　HP を見た…18　HP を見ていない…1
　サイボウズオフィスを
　　時々見る…9　頻繁に見る…8　見ていない…2
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TOPICS
足尾・谷中チームからの報告

　11 月 16 日、栃木県小山市で開かれた北海道佐呂間町の
武田町長を囲む会に参加しました。佐呂間町は、足尾銅山
鉱毒事件の被害民である谷中村の村民が移住を余儀なくさ
れた厳寒の土地です。会には、佐呂間移住後の１９７２年
頃に栃木へ帰郷された方が２名参加されるとの事でしたの
で、1973 年北海道 101 集撮「サロマベツ栃木村」の L 版写
真を 20 枚程度持参し、見ていただきました。５０年近くも
前のサロマの風景・人物・馬等の写真を見ながら、「この人
は誰々、この家は誰さん宅、この馬は ･･･」等々と次々に思
い出されることがあったらしく、町長を含め話は様々に弾
みました。又、栃木県立美術館の学芸員の方も参加されてい
て、‘ ６８展と名古屋展の図録をお見せしたところ、どちら
も展示を見ておられ「全日本学生写真連盟」の名前も御存
じでした。彼女は現在「二つの栃木」というテーマで 2023
年に開催決定の「小口一郎版画展」の準備をされています
が、私達の写真にも興味を持ってくださり、後日送付した
会の記念写真の御返事の中に、機会があれば全日の話を聞
きたいと書かれていました。他に、田中正造研究家の赤上氏、
小口一郎研究会会長の篠崎氏が参加されていました。両氏
には以前写真展の写真を見ていただいた事があり（１０月・
下妻市桐ケ瀬美術館）、その際「貴重な写真と資料だ」との

評価を受けました。勿論、会の終わりには全日の説明とホー
ムページ、当法人の紹介もしました。今後も、こうした方々
の御理解を得ながら「写真と資料」「全日と四九一」の存在
を広く知っていただきたいと思っています。
　尚、今後の動きとしては、12 月 14 日栃木県の野木ホフ
マン館にて谷中村の話を聞く集まりや 12 月 19 日群馬県館
林にて渡良瀬研究会のシンポジウムへ参加する予定です。
ここではいろいろな活動をされている方々に写真を見てい
ただけそうなので、ポストカード等もお渡しする予定です。

福室　篤・茂子

法務部　名古屋テレビ放送の問い合わせに関する経過報告

経緯
　2021年10月10日、AAJPS公式HPの問い合わせ先メー
ルアドレスへ、名古屋テレビ放送（株）のディレクター・
菅原竜太氏より写真集「10・21 とは何か？」に掲載され
ている大阪のデモ写真が借用可能かどうか、との問い合
わせメールが届く。
　10 月 10 日夜、北見市からサイボウズ・オフィスの法
務部掲示板へ、菅原ディレクターへ連絡を取る旨の書き
込みを行う。同 13 日、菅原ディレクターへメールを送信
し、番組の企画内容及び制作された番組を視聴できるサ
イト等の紹介を要請。同 15 日、菅原ディレクターより、
次週中に番組の企画書を送る旨の返信が届く。同 19 日、
菅原ディレクターより企画書と番組視聴サイト URL が届
き、同 25 日、法務部会を開き、68 年の 10・21 で良いのか、
69 年の 10・21 が必要なのか、また、番組の中での写真
の使い方等を再確認する事となる。同 26 日、上記の旨を
菅原ディレクターへ電話で上記の内容を確認。写真は 69
年の 10・21 を希望しており、番組で取り上げている木全
氏のインタビューシーンで使いたい。「10・21 とは何か？」
の写真が 69 年に撮られたものと思っていたので、再度、
木全氏と相談し、その結果を知らせるとの返答。11月5日、
菅原ディレクターより、「いまのところ借用せずに編集を
進める」と連絡あり。
問題点と対策
○窓口となった井上の対応について
　名古屋テレビが要望していた 1969 年の 10・21 の写真
は、問い合わせを受けた時点では AAJPS としての取り扱
い指針が確定しておらず、不確実な情報提供は先方へ迷
惑をかける恐れのため、今回の対応はここまでとなった。
　しかし、今後も起こり得る同様な案件、また、名古屋
テレビから追加要請があった場合に対処できる指針を早
急に立てる必要があるとの認識に立ち討議した。
全日・491 の著作物に対する AAJPS の立ち位置について
＜問題提起と意見＞
○ AAJPS としての権利がどこまであるかということの結
論が、発足以来、未だに出ていないことに大きな問題が
ある。外部の人から見れば HP で公開されているものは 
AAJPS のものと受け止められるだろうが、これは全日と 
491 の活動で生み出されたものを、AAJPS が借りて、キュ
レーターのように整理しているという段階だ。AAJPS が
それらに対しての立ち位置を決めないと、外部へ対応す
るとき、明確に応えられない。
・この会はそれを決めてから始まったのではなく、写真を
集めてデータ化していく上での組織として作った。
・2018 年 9 月 2 日の理事会で、ある程度 AAJPS の基本
スタンスが出されて共有されているはずだが、その決議
後も、個人の考え方に左右される傾向がある。今回の名

古屋テレビの件は、過去の議事録から判断した結果、こ
ういう対応にならざるを得ないと思う。
・小平の細田工務店社員寮から出して来た写真やネガ、著
作物に対し、AAJPS としての権利をどのように考え、ど
こまで扱えるのか。これらを預けた 491 との関係や、保
管してきた阿部氏と AAJPS との約束や今後の協力などに
ついてもきちんとしていく必要がある。
・AAJPS の柱を立てなくてはならない。例えばゼミのよ
うに、責任を持って調べたことを裏付けに意見を出し、
積み上げていかないと結論に行きつかない。法務部がま
ず話し合って指針案を出し、それを理事会で討議し、決
議するべきだ。
法務部の見解
①小平に保管されていた写真やネガ、出版物等について
　これらは、491 から阿部氏が小平に預かり保管してい
たもので、全日会館以来の全日・491 活動から生まれ
た写真・出版物と福島辰夫氏の私物。これらの写真や出
版物等に対し全日・491 の活動に参加してきた者とし
て AAJPS も調査・研究する権利を主張できる。現状、
AAJPS は阿部氏の許可を得て保管物を点検し、それらを
借り出して整理し、アーカイヴズとして残そうとしてい
る。それらの写真や出版物等を借用したい旨の申し入れ
を外部から受けた場合、AAJPS の設立趣旨と定款に照ら
し、撮影者や著作物の制作意図をないがしろにしないと
判断できるならば、理事会の決裁を経た上で、申込者へ
の閲覧、貸し出しを行えるものとする。その際、申込者
には以下の項目を確認する。
・どの写真をどのような媒体で、どのように使用するのか。
・写真を単体で使うのか、あるいは出版物そのものを紹介
するのか。
・使用する媒体の企画書及び過去の制作実績があればその
提出を求める。
② 1969・10・21 の写真について
一度 HP に上げたが、著作権の保護期間延長によって許
諾が必要となったため、HP から一旦削除した。
　部会では 24 頁に白抜き文字で「大阪」と記された写真
とその同じページや右隣のページの写真に写っている人
物や周囲の風景、文字などを検討した。
　その結果、写っている人物の顔が判然とせず肖像権の
問題は発生しないこと、闘争関係の撮影行動においては、
撮影―現像―レイアウトという一連の作業が、個人の表
現活動としてではなく、著作権法にいう個人の「著作物」
には該当しないこと、主体の「出版する会」の実態がす
でになく著作権者をたどれないこと―などから、これら
の写真については今後、借用の申し入れがあった場合、
①に挙げた使用目的などを確認した上で貸し出しを認め
ることを法務部の見解とし、これ以外の闘争関係の写真
についても、個人の特定に至らないよう、ケース・バイ・
ケースで確認作業を行い、貸出要請に対応する。

長崎チーム
10 月 11 日、2 次長崎ベタチェック西村・村川・猪塚の
29 本開始。
11 月 19 日「チーム長崎」ZOOM 会議開催：参加者：岡
崎直也、西垣 勇、高畑登志子、前田安之、森山節子、小
川 茂。
長崎資料室の立ち上げ：高畑・西垣が担当。
今後のスキャン・ベタチェック計画、12 月ベタチェック
は渡・矢野君

北海道 101 チーム
北海道 101 は引き続き 16 期ベタチェック中。

状況キャンペーンチーム
　1968 年頃の 30 本をスキャンし、検討中の目録との
整合性を検討。

広島・基町チーム
　現在、2022 年 3 月 16 日から 28 日に行う広島旧日
本銀行での写真展に向けての準備を進めています。それ
に先立ち東さんに11月27日に広島に行き会場をチエッ
クしていただきました。
　その結果、私たちが広島市より聞いていたボードの大
きさに誤りあり、急遽会場のレイアウト図を引き直すこ
ととなりました。さらに 2 枚のボードにわたって展示
する場合のためにボード枠 3㎜の高さを解消するための
厚みの調整を加うる必要がうまれました。1 月に入りま
したら写真のテストプリントに入ります。

公害チーム
　公害は進捗はありません。
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各部会報告・アーカイブ進捗状況（'21/10/11-12/10）
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広報部会
　今年度から広報部会は東、福室茂子、今村の 3 人体制
となり、より内容の濃い広報を目指しています。現在、以
下の制作に取り組んでいます。
1  AAJPS 冊子
　今まで AAJPS を紹介するものとしては公式ホームペー
ジがありますが、紙媒体として活動を紹介する冊子を作る
ことが理事会で承認されました。冊子は AAJPS の存在を
対外にお知らせする手段としてさらに写真とデーターの受
け入れ先を見つけるために美術館や博物館、マスコミ関係
などに接触し相談をするときに使うものとして考えていま
す。サイズは B5 版 8 ページで構成、中には写真を中心と
して、「年表」と「言葉」を入れます。写真は写真集になっ
ているものと合宿などで問題にされた写真を入れます。写
真集の写真は発行年ではなく撮影年で考えています。

　また最終ページには今写真を整理中で未発表の長崎、北
海道 101、大阪撮影、広島・基町、足尾・谷中についても
記述します。

　写真のセレクトは現在 1968 年まで終わっています。セ
レクトは Skype の画面共有を使い一枚一枚写真を見なが
ら話し合い決めました。

2  次回お知らせ便の内容
　2021 年 6 月 30 日 AAJPS の会員である金子隆一さんが
亡くなられました。金子さんは元東京都写真美術館専門調
査員であり日本写真史の芸術写真研究の第一人者として知
られています。特に東京都写真美術館での「1968 展」で
は全日の写真の紹介に尽力されました。
　また AAJPS の方向性についてもアドバイスをいただい
ていました。金子さんの功績を讃え次回のお知らせ便は「金
子隆一特集号」とします。
　具体的には名古屋での講演、スペインでの講演、東京都
写真美術館での「日本写真の 1968」展でのシンポジュウム、
岡崎英夫さんと金子さんの対談などを掲載する予定です。

	 年代	 写真

	 65年	 状況65

	 66年	 状況66

	 67年	 マネキン　自画像　七五三1　テレビ

	 68年	 10・21とは何か　日大解放区　激突メモ

	 	 	呉秋月弾薬庫

	 69年	 69年10・21　11.13-17　広大闘争

	 	 4.28沖縄闘争

	 70-71年	 広島デー　この地上にわれわれの国はない	

足尾　郡上　三里塚代執行

「常磐炭礦閉山 50 年」の特別展に展示
　写真集『いわき 1974-76』を出版するにあたり、直接
いわき市に赴き、市内各図書館と「いわき市石炭・化石館」
に趣意書を添えて写真集を寄贈しました。写真を、最終
的には現地に返したい、何よりも現地の人に見ていただ
きたいとの思いからです。
　今回、「いわき市石炭・化石館」から「常磐炭礦閉山 50 年」
の特別展に展示するため、写真集に掲載された写真の提
供要請があったことは、正に私たちの望むところでした。
展示写真は8枚でしたが、まとまった形で展示されました。
担当の方からは、当時の様子が迫力を持って伝わってき
ましたという感想をいただきました。行事終了後は、二
次使用の場合は当方に連絡を入れることを確認して、博
物館に寄贈することにしました。これを契機に、出版委

員会といわき市の間に、新しい繋がりが生まれることを
期待しています。　　　立教　いわき 74-76　矢野　均
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'65 〜 '79までの全日・491のアーカイブ作りは着々と進んでいます。お手持ちのネガや資料の情報をお知らせください。
お問い合わせ等：277-0053柏市酒井根2-20-11　東　闊　hig811@gmail.com

データーベース作成部会
　AAJPS の目的達成には、デジタル化したデータを収納
管理し、必要な画像や情報をストレスなく取り出せるデー
タベース（DB）の構築が必須となります。
　そこで想定される DB のイメージ図をお示しし、概要を
ご説明します。

　この AAJPS Archive system は、パソコン（PC）、外付
けハードディスク、オペレーションシステム（OS）と情
報を管理するためのデータベースソフトで構成されるイ
メージです。

その働き（機能）としては、DB 化するために
　・表記統一された Excel の情報を格納する
　・スキャンした画像データを収納管理する

次いで
　・登録された情報の加筆、修正などのメンテナスをする
　・情報を公開する Web サーバーに画像やテキスト情報
　　を供給する
といった仕事を担います。

　ワーキンググループでは DB 構築の第一歩として、各作
業チームがこれまでデジタル化したデータの「目録」をあ
つめ、フォーマットを統一する検討に入りました。目録に
ついては、スキャニングなどによるフィルムやプリントの
デジタルデータ化が本格化する前の 2018 年 3 月に「統一
フォーマット」を定めていましたが、集まったものは様々
にカスタマイズされたものでした。
　そこで、Excel の目録を機械で読み取るためのガイドラ
インを再確認しつつ新たな統一フォーマットづくりに着手
しました。参考にしたガイドラインは以下の通りです。
　・表データは列を項目、行をレコードとして構成する
　・一つのデータセルには一つの要素のみ記入する

　・データセルに整形や位取りのための文字（スペース、
　　改行、カンマなど）を含めない
　・数値等のデータ、タイトル、単位以外の情報をセルに
　　含めない
　・値が存在しない場合を除きデータセルを空白にしない
　　（安易な省略の排除）
　・英数字は半角、ひらがな・カタカナは全角とする

　・データ列の内容を示す項目名は 1 行で構成する
　・レイアウトのための空行・列は使わない
　・データセルにフリガナ・コメント・注釈などの加工は
　　行わない
　・すべてのセルは他のセルと結合しない

　当初エクセルで作る統一フォーマットのみを想定してい
ましたが、実際に作られた目録の「項目」のばらつきなど
を勘案して検討を重ねた結果、「フィルム目録」｢プリント
目録｣「資料（テキスト、図録）目録」の 3 種類のフォーマッ
トで対応するとの方向で取り組むことになりました。
　しかし、「整理番号」（現行の項目名）に Windows の「マ
ル数字」などが使われていると、別システムで読み込んだ
場合にまったく別の表記に化けてしまう事象が発生するた
め、各チームの目録と TIFF 形式のデータに記載されてい
る「整理番号」をチェックする必要が浮上しました。今後
その照合作業を進め新フォーマット案の策定を急ぎます。
　一方、これまで組織的な取り組みが手つかずのままの資
料については、どこに、だれが、どのようなものをどれく
らい保有しているかの実態調査も必要だと考えています。
　今後何かと皆さんにご協力いただかなければいけないこ
とが想定されています。「フィルム目録」［プリント目録｣
は成案を得次第詳細をご説明し、統一フォーマットへの移
し替えなどをお願いすることになりますので、その際はよ
ろしくお願いいたします。　　　　　　　　　文責：福崎
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